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本研究においては， 7 名の正常ボランテイアを被験者とし，被験者 1 名につき画像の縦方向 (J心L 、室中隔と左室壁外
倶側リの) に同時に 2 本の夕ツクググ、や、線をつける Tag館ging-cine児
ク、守、線をつける Taggl凶ng-cine児
する場合， 1 名につき計 6 点の実測点が得られる。一方，心内膜内縁を用手的にトレースした輪郭線に対して上記






cen terline i去を適用し，それぞれの結果を実測された位置変位と照合することによって， 3 方法を比較検討した。
タ y グによって実測された位置変位と 3 方法によって推定された位置変位の相関値(コサイン値)を指標とした42
サンフ。ルを用いた検討においては， ヒストグラムが非対称のためノンパラメトリック法である Wilcoxson test によ
る検定を行ったが，その結果， Hildreth 変法が centerline 法に比べて優れた成績を示した。( P<O.05) 。
また隣接する実測点聞の短縮率に着目し， (推定された局所の短縮率/実測された局所の短縮率)を指標にした 21
サンフ。ルを用いた検討においては F 検定を用いたが， Hildreth 変法が centerline 法に比べてばらつきが少なかった
( P<O.05) 。
さらに最も一般的な心力テーテル造影画像で，左心室宿のある例に対しても Hildreth 変法が centerline 法に比べ
てスムーズに適用できた。
【総括】










また tagging-ci時MR 法を使って実包IJ された動きを， Hildreth 変法の精度の検証に用いたアイディアは斬新であ
り，成績評価のための指標にも工夫が見られるo 統計学的な検証も非常にしっかりとしている o よって本論文は学位
論文に値すると認められる。
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